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充 実 空 洞 の 研 究

(3)充 実空洞 と石灰沈着

小 原 幸 信

京都大学結核研究所第二部 (名誉教授 岩井孝義教 授 辻 周介)

受 付 昭 科 弱 年1月10日

I序

結核病巣の石灰化は,病 巣治癒の臨床的な根拠の1つ

にに数え られ,昔 よ り注 目されてきた現象である。したが

つていれに関係 した多数の報告をみるいとができる。そ

のうちでも,肺 の初感染巣およびその リンパ腺巣は,石

灰化を残 して治癒する場合が多く,逆 ににレントゲン写真

上石灰化病巣を指標 として初感染群を指摘しているのが

現状である。いの石灰化し易い初感染巣にに対し,再 感染

巣あるいは二次巣 と呼ばれる肺病巣の石灰化し難いいと

は,何 にに原因す るのであろうか。また二次病巣中で も石

灰化の強い病巣,あ るいは個体をみるいとがで きるので

あるが,一 見同様の条件を有す ると思われ るいれ らの病

巣において,石灰沈着の差異を齎す原因は何であろうか。

また石灰沈着を起す場合に,石 灰は如何なる条件の もと

に,如 何なる機作を介して,如 何なる基質にに,ど のよ う

な状態で沈着するものであろうか。病巣石灰化に関する

過去の多 くの文献 も,い れ らの疑問に答えるものとして

は,極 く限られた範囲のものを挙げうるにすぎないであ

ろう。

著者は従来,切 除肺の病理組織学的検索に専心し,前篇

に述べたように,被 包乾酪巣のうち1に乾酪巣 と充実空洞

とを組織学的にに区別すべ きいとを明 らかににし,充 実空洞

なる範疇を確立したのである。いの検索は切片標本の顕

微鏡による観察にによつて行われた ものであるが,病 巣の

石灰化が切片標本作成の手技を,著 しく困難な ものとす

るいとを経験 したのである。いとに石灰の沈着は被包化

の強い,嘗 ての空洞の遺残病巣に著朗であ り,空 洞化の

経歴のない乾酪巣は,比 較的切片作成が容易であつた。

いの事実より著者は,充 実空洞 と石灰化 との関係に思い

を致したのである。以下はかかる観点より検索した病巣

の石灰化に関する成績の報告である。したがつていの研

究は,病 巣の石灰化に関する問題の うちで も,そ の石灰

沈着部位についての検索が主体 となつてい るの で ある

が,石 灰化が空洞の充実部位に起るとい う発見を基 とし

て,そ の石灰化の機序にに関して も,多 少の事実を提供す

るいとがで きるもの と思 う。

II検 索材料ならびに方法

検索材料は京都大学結核研究所,和 風会医学研究所附

属加茂川病院,新 三菱重工桂病院1に入院 して肺手術を受

けた患者の切除肺,約70例 に含まれた病巣である。

切除肺病巣は肉眼的にに検したのち,そ の組織片を切出

し,型 の如くパラフィン切片とした。切片標本は,い れ

にヘマ トキシ リン・エオジン染色,Elastic aVan Gieson

染色,Wielschowsky-Mareschに による格子線維の鍍銀

染色(岡 氏変法)等 を施行し,い れにによつて充実空洞を

確認 し,他 方いれ らの切片標本ににすぐ隣接した切片標本

1にKossa氏 石灰染色 を施 して,石 灰沈着の有 無 を検 索

し,他 の染色標本 と対象しなが ら検討 した。

III検 索 成 績

a.被 包乾酪巣ににおける石灰の沈着部位

レ線写真上石灰沈着巣 と認められ るもの,あ るいは切

除肺の肉眼的観察で,石 灰化巣あるいは白亜化巣 として

石灰沈着の明らかな病巣等は,切 片標本の検索を待つま

で もな く,病 巣への石灰の沈着を認めるいとがで きる。

いの場合にに,石 灰沈着の認め られる病巣は,被 包乾酪巣

と呼ばれる蜘 口病巣が多いのであるが,石 灰の沈着はそ

の被包乾酪巣の被膜を除いた全体にに及ぶいともあれば,

またその病巣の一小局部にに限定されるいともある。した

がつて病巣内での石灰沈着の部位を,そ の周囲病変 との

関係ににおいて明らか1にするためには,是 非 とも切片標本

にによる検査が必要である。切片標本作成に当つて,脱 灰

を要するほどの石灰化,あ るいは白亜化に近い石灰沈着

部位は,ヘ マ トキシリンに著明1に染色されるいとによつ

て,そ の石灰化を認めるいとができる。しかし石灰沈着

の有無を確認するため1には,そ の特殊染色であるKossa

の法を使用するのがよい。いれにによつてヘマ トキシリン

で紫に染 る部位はもちろん,ヘ マ トキシ リンで染色され

ぬ微量の,あ るいは別種の錯塩をなす石灰を明らかにす

るいとができる。

著者の検索対象 となった切除肺では,初 感染巣 と日さ

れる病巣がなく,そ のほとんどが二次病巣であつた。い

れ らの病巣の うちKossaの 方法,あ るいはヘマ トキシリ

ンで石灰沈着の認め得 る病巣 と,認 め得ない病巣 とを区

別すると次の如くである。石灰沈着の認められない病巣
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としては,滲 出の強い肺胞炎,剥 離性肺炎,類 上皮細胞結

節あるいは類上皮細胞の浸出巣,増 殖性の細胞浸潤巣,線

維化巣,酷 子化あるいは膠原沈着巣,あ るいは以上の諸

病巣の壊死巣(著 者 らが第1編 で乾酪巣と定義 した も

の),空 洞化 した乾酪巣中の乾酪物質の大部分,空 洞の

化膿膜 と呼ばれる好中球滲出巣あるいはその新しい壊死

巣,漿 液性の強い空洞内滲出物あるいは空洞にに潴溜した

粘液(充 実空洞の一部),壊 死のみられない気管支炎およ

び乾酪性気管支炎あるいはいれらの線維 性瘢痕化巣等が

ある。他方石灰沈着の認め られる病巣は,壊 死した病巣

に限 られてお り,そ の うちで も充実空洞の空洞充実部が

その大部分を占め,他 は部分充実空洞の残存乾酪巣の一

部,空 洞壁の一部,も との気管支鰹内に隔離残留 した好

中球壊死物質等である(写 真1～8)。

写真1は 典型的な充実空洞で,肉 眼的にには被包乾酪巣

であるが,そ の壊死部には全 く線維構造を認めず,被 膜

には硝子化に近い線維北 が進行し,も との灌注気管支は

空洞接合部で瘢痕性に閉塞している。レ線写真上では,

線 吸収の比較的強い安定した類円形巣であ り,切 除標本

の肉眼的観察では,白 亜化に近い豆腐様感あるやや軟か

い病巣で,切 片標本作成時には脱灰の必要を認めなかつ

たが,染 色標本では,中 心の壊死部はヘマ トキシ リンに強

く染つて石灰の沈着を示し,Kossa法 で もいれを確認す

るいとがで きた。写真2も 同じく充実空洞の石灰沈着を

示し,線 維性瘢痕化病巣に埋れた一連の数個の充実空洞

は,何 れ もKossa法 で石灰の沈着を示してお り,そ れ ら

の灌注気管支は器質的閉塞が明らかである。またその瘢

痕性となつた気管支の一部にには石灰化が認め られるが,

いの病巣は内容的にには充実空洞と同じもので,空 洞にに連

なる乾酪性気管支炎の治癒 と共にに,空 洞内容がいいに閉

じいめられた ものである。写真5は 前者にに比してなお治

癒の進まない,活 動性ともいえる病巣である。写真ににみ

るように大小様々の病巣を認めるが,Kossa法 で石灰沈

着を認めるのは,肋 膜にに近 く存在する被包乾 酪 巣 の み

で,中 枢部ににある乾酪巣は,な お新しい もので被包化さ

れず,石 灰の沈着 もみられない。なおいれ らの被包乾酪

巣はいずれも充実空洞であるいとが確かめられた。すな

わち被包化 とい う現象は,乾 酪巣の空洞化に伴い,そ の

被膜肉芽の増殖および線維化によつて起 るものであるい

とが,い れにいよつて も明らかにされ るのである。写真4

は同じく充実空洞の石灰化を示 した ものであるが,石 灰

沈着の度は同じ充実空洞内でも種々異なるのである。い

れは充実空洞形成過程にいおける液流の関係にによるものと

恩われ,壊 死部の一小部分のみにに石灰化がみられると思

われる場合で も(写 真5),い れを連続切 片 で検 する

と,そ の石灰化部位が必ず被膜の何処か と連絡している

いとを知るのである。写真6は,著 者が部分充実空洞 と

呼ぶ ものであるが,石 灰化はその空洞充実部にに認められ

る(写 真7)。 鍍 銀染色でその線維構造を染出すいとの

で きる壊死部,す なわち,乾 酪物質の残存部分は,原 則

として石灰の沈着をみないのであるが,時 には空洞充実

部1に接して僅かなが ら石灰の沈着をみるいとがある(写

真8)。 いれは被膜より空洞に至る滲出路に相当したも

のと推察されるというである。写真9は 線維性空洞が充

実した もので,最 中央の石灰沈着部は空洞充実部に相当

し,中 層は肉芽増殖巣の線維化傾向1にあるもの,外 層は

線維化した被膜である。空洞壁にに石灰化がみられる場合

は,そ の極 く一部に限局した石灰化が多いのである。い

れを詳細 に検すると,空 洞壁の乾酪物質あるいは化膿膜

が石灰化したものではな く,石 灰化 した充実空洞を含め

て広い乾酪巣が後ににでき,そ の空洞化 と共 にに石灰化巣が

空洞壁の一部にに出現 した形 となつた ものである。空洞の

Kalksequesterと 呼 ばれるものも,い のような石灰化巣

が空洞表面に現われ,あ るいは空洞内に落ちいんだ もの

である。

b.結 核性壊死巣中の病巣別石灰沈着の頻度

著者のもとで検索した119病 巣にについて,そ の病巣を

病理組織学的にに乾酪巣,乾 酪空洞,部 分充実空洞(一 部

充実 と大部充実),完 全充実空洞および浄化空洞に分類

し,お のおのの石灰 沈着の比 率をみると表 にに示すご と

表 各 種 病 巣 の 石 灰 沈 着

(注)*印 は充実空洞1にのみ石灰沈 着陽 性

表中軽度陽性 とあるのは検鏡,錫 拡大以上で認 められる もの,高 度陽性 とあるのは肉 眼的に黒 く見え,石 灰が塊 をな してい る もので ある。

中等度陽性 はその両者の中間 に位す る もので ある。
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くな る。

まずいわゆる被包乾酪巣 と呼ばれるもの81例 中,石 灰

沈着のみられるものが41例(約50%)存 す る。いれを各

病巣別ににみると,乾 酪巣は28例 中26例 ににおいて石灰沈着

は陰性であり,石 灰沈着のみられた2例 も,強 拡大で検

鏡 して,極 めて軽度にに陽性であつたににすぎなかつた。い

れにに反 し部分充実空洞では41例 中30例 にに石灰沈着を見,

完全充実空洞では,12例 中11例 にに石灰沈着を認 め てい

る。いいで特記 しておかねばならぬいとは,部 分充実空

洞ににおいて,石 灰染色陽性であつた部分は,す べて充実

した部位であつたいとである。すなわち,石 灰沈着は,

充実空洞 と乾酪巣ににおいて,た とえ両者が密に接してい

ても,い と石灰沈着にに関しては,そ の線維構造の有無と

同様にに著明な差違がみられるのである。いのいとは石灰

化 と充実空洞との密接な関係を明白に示している。石灰

沈着が陰性であつた充実空洞の12例 は,被 膜および充実

空洞内に生 きた好中球の滲出像,あ るいは類壊死状態の

それがみられるものが多 く,し たがつて充実空洞成立後

の期間か らいつて,極 めて新しい ものであるいとが推察

された。

c.充 実空洞への石灰沈着の機序

石灰沈着の機序にに関しては,な お解決されぬ多 くの疑

問を残してお り,そ れにに関連してなしうる著者の発言 も

極めて限 られた ものである。とい うのは,今 回の著者の

研究は,充 実空洞とい う病理組織学上の新しい範疇の設

立が主であり,石 灰化はそれにに伴つてたまたま導入され

るいとになつた問題にすぎないか らである。したがつて

石灰化の機構 に関する詳細は他 日にに譲 り,い いにには充実

空洞の形成過程にに伴つて起つて くる石灰化の現象を,形

態学的にのみ明 らかににし得た点にに触れるにに留めておく。

先ににも述べた通 り,二 次結核病巣ににおける石灰化は,

充実空洞の形成1に伴つて起つてくる。空洞壁乾酪巣,あ

るいは気管支腔での石灰化 も,同 様充実空洞に関係した

現象であるいとは,先 に述べたというである。乾酪巣あ

るいは滲出の旺盛な空洞壁および化膿膜には石灰化が起

らないで,い れが充実空洞 となつて病巣が安定 した後,

石灰沈着を起すいとの原因として,ま ず次のいとが考え

られる。第1は 乾酪巣 と充実空洞 との質的差違である。

いの点にに関 して従来明らかにしてきたいとは,乾 酪巣が

類上皮細胞壊死巣であるに反して,充 実空洞は好中球壊

死巣である点である。第2は 乾酪巣にに滲出が起つた後,

強 い滲出が徐々に消褪して遂にに安定するいとである。第

1の 点は,石 灰の沈着基質に関する問題にについて,重 要

な示唆を与えるものである。すなわち,充 実空洞の石灰

化の極 く初期をみれば,写 真組,11,12の ご とく石灰化

は空洞内にに滲出し,更 にに壊死崩壊した好中球の核片を中

心に沈着が始まるいとが判明する。石灰化が強 くなるに

したがい,沈着は次第にに瀰漫性 となり,壊死巣に落ちいん

だ線維構造その他にも及ぶいととなる。いのよ うに石灰

沈着の基質として,好 中球 核ないし好中球壊死物質が関

係するいとについては,他 に種々と傍証を挙げ うるであ

ろう。写真13は 山村氏法 による家兎肺の結核性空洞作成

と併行して,該 動物にに化学療法を施した場合ににみ られた

肺結核病巣の著明な石灰化であつて,阿 武山日赤小西氏

の実験 した標本を,著 者 らのもとで検した節にに見出した

ものである。いの実験ににおける家兎肺病巣の形成過程を

みるに,好 中球の参加が極めて多い点は,人 の結核結節

の形成過程 と異なる点 として,従 来著者 らの指摘し来つ

たというである。すなわち,同 じ乾酪壊死巣 とい つ て

も人の類上皮細胞壊死の乾酪巣と異な り,家 兎のそれは

好中球の壊死巣 とも称すべ きものであつて,そ の性格は

乾酪巣よりもむしろ充実空洞1に比すべ きものな ので あ

る。化学療法にによつて,い の壊死巣が安定化し,治 癒に

向うに際 して石灰化の著羽な点は,正 に著者の説に符合

するのである。また臨床的 に,膿 胸治癒後に肋膜の石灰

化を残すいとも,石 灰化 と好中球壊死巣との関係を示す

ものとして指摘し得るであろう。人初感染群の肺および

リンパ腺病変が石灰化し易い点 も,粒 感染巣なればいそ

好中球参与の機会があるものであつて,人 初感染早期の

病巣を線維素性肺炎型 とするZarflそ の他の報告 も,い

まだ著者はかかる症例を検討する機会を持ち得なかつた

のではあるが,好 中球壊死 と石灰化との関係を示す有力

な材料 として挙げるいとがで きるであろう。

第2の 滲出炎と石灰化 との関係は,石 灰が壊死巣の外

部より運ばれていれに沈着する以上,必 ずや深い関係あ

りと推定するいとは当然のいとである。乾酪巣が形成さ

れる場合には,類 上皮細胞を主とする滲出性あるいは増

殖性病巣が,血 行障害等によるamoxialに よつて壊死 し

てで きるもので,し たがつて乾酪巣の被膜を介 しての内

外の液性交流は極めて少ないものと思われる。いれ に反

し乾酪巣が液化あるいは空洞化する場合にには,乾 酪巣の

被膜 より乾酪巣内部に向つての滲出が起 り,い れが被膜

の肉芽の増殖を招来する。厚い被膜を有する被包乾酪巣

あるいは空洞は,か くして成立するものであ り,被 膜の

肉芽の新生血管よ り,空 洞内に向う滲出は極めて著しい

ものがある。空洞の灌注気管支が閉塞を起し,充 実空洞

を形成 した場合で も,そ の被膜の腺維性瘢痕化が結果さ

れ るまでは,肉 芽より壊死巣にに向 う滲出,し たがつてそ

の被膜の内外の液性の交流は,相 当著しい ものがあると

看倣 さねばなるまい。充実空洞の被膜の一部に,嘗 ての

滲出部 に相当して肉芽の著明な増殖を示す部位をみるい

とがで きるが(写 真14,充 実空洞に石灰が沈着する場

合には,ま さ にいの部分にに相当して著明な石灰化が起る

のである(写 真15,16。 滲出の最 も旺盛なのは もちろ

ん空洞の存在する場合であるが,い のときは石灰沈着の

基質である好中球壊死物質が,滲 出と共にに流失するため
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に石灰沈着の暇がない。空洞が充実 して,滲 出物が空洞

内に溜 り,被 膜よりする液性の交流に乗つて石灰が空洞

内壊死物質に至つて沈着することとなるものである。

IV総 括および考案

結核病巣の石灰化の報告,ま たこその石灰沈着の機序に

関する報告は,内 外に数多 く見ることがで きる。著者の

見解によれば,石 灰化に関する研究は,石 灰の沈着して

いる病巣の性略を,ま ず明 らかにすることより始めねば

な らぬと思 うのであるが,多 くの研究はまずこの点がお

ろそかに見逃されているように思われる。著二者は今同,

二次肺結核病巣を検索して,充 実空洞なる組織学上の新

しい範疇を設 けたこのであるが,計 らずもこの研究途 上,

二次肺病巣の石灰沈着は,ほ とんどすべてこの充実空洞

の形成と関連したこものであることを知 りえたこのである。

人の二次肺結核病巣は,滲 出性あるいは増殖性のいず

れにしろ,極 めて好中球の少ない類上夜細胞(ま たは大

滲出細胞)を 主とする病巣 として形成される。したがつて

かかる二次巣が壊死に陥つたこときは,類 上皮細胞壊死巣

とい うことができるであろう。病巣の石灰の沈着は,必ず

壊死病巣に行われるものであるが,こ こに述べたこ類上皮

細胞壊死巣に石灰沈着をみることはない。この病巣が後

に空洞化 し,さ らに治癒傾向の招来 と共にその灌注気管

支が閉塞し,空 洞内に滲出したこ好中球その他の滲出物が

潴溜 し,そ の液性成分が吸収されていわゆる脱水現象が

起 るにしたこがい,こ の空洞内滲出細胞壊死部に石灰沈着

をきたすのである。すなわち,病 巣の石灰化は空洞充実

部に起 るのである。肉眼的に白亜化巣ないしは豆腐様感

ある被包乾酪巣は,そ のほとんどが充実空洞で,そ の空

洞充実部に石灰の沈着をみた ものである。乾酪巣の一部

が空洞化したこ後にで きたこ部分充実空洞では,そ の充実し

たこ部分のみに石灰が沈着する。またこ充実空洞に石灰が沈

着 したこ後,周 囲病巣が壊死に陥る場合がある。広い病巣

の一部に石灰沈着をみるときは,か くして石灰巣が成立

したこものである。Heine(1956)1)がKalkseques士erと 呼

んだ空洞内の石灰片は,こ のようにしてで きたこ壊死巣内

の石灰片が,空 洞の拡大と共に洞内に落 ち込んで残留し

たこものに他な らない。

空洞化に伴 う乾酪巣被膜よ り起る滲出炎 と石灰化 との

関係は,そ の滲出が石灰沈着の基質と同時に石灰自体を

も病巣に齎す点で,石 灰化に対しては重要な位置を もつ

ている。服部氏(1956)2)が,乾 酪巣のうちで滲出炎が

壊死化 したこ部位に石灰化が強い と述べているのは,空 洞

化に伴つて起る被膜よ りす る滲出の液路を示したもので

ある。被膜よ り乾酪巣内部に滲出が起る場合には,初 期

には,常 に乾酪物質の一小部分にのみ滲出が起 るもので

あ り,こ れが滲出液の流路をなすことは著者 ら(1956)5)

の論文に詳細に触れておいたこ。この滲出液の流路に相当

して石灰の沈着をみることがあつて,こ れまたこ壊死巣の

一部にのみ石灰沈着をきたこすこととなるが,こ のときは

連続切片で滲出路を被膜まで追跡す ることがで きる。

石灰沈着の基質に関しては,最 近病巣内酸性多糖体が

注目されてお り,そ の他に脂肪酸,核 酸等の有機酸が考

えられている。青木氏門下の西山氏(1950)4,影 山氏

(1955)5ら は組織の変性によつて生 じたこ糖蛋白を基質

と看散しており,ま た服部氏2)は 滲出細胞中の核酸をそ

れに擬してい る。著者は石灰化基質に関して,現 在なお

組織化学的あるいは化学的な研究を充分行つていないたこ

めに,こ の問題を直接論ずることはで きないが,石 灰沈

着に関す る以 上の形態学的所見より,石 灰沈着の基質は

滲出したこ好中球に直接関係あるものと看徹 している。石

灰化の初期をみれば,病 巣譲膜 より滲出し,壊 死に陥つ

た好中球の核片を中心に石灰沈着が進展して くる像 を明

らかにすることがで き,し たこがつて石灰化の初 期 は 少

くとも核酸と関係あるものとする服部氏の主張に同調す

るものである。肺の充実空洞のみでなく,病 的石灰化に

関しては,現 在のところ大約この考 え方と矛盾するもの

はないと思 う。

石灰沈着の機構は,介 在する諸酵素の問題,石 灰 と結

盗してできた塩類の形等なお研究分野の広い問題を残 し

ている。著者 らがこの点で触れ ることができる唯一一つの

点は,病 巣のpBの 問題である。結核病 巣の 組織pH

の問題は,別 に安平氏等(1957)6)に よつて検討 されて

いるので,こ こには石灰化に伴つて病巣のアルカリ化が

起 り,こ れがなんらかの関係を有す ることとなるであろ

うことを述べ るに留めておく。

古来多くの文献に病巣の石灰化が記載されてい る。そ

の病巣の病理組織学的な記述をみるに,そ のほとんどが

充実空洞を指摘でき,あ るいはそれを推察させ るものが

あるが,充 実空洞の組織学的な認識の欠除の故に,そ の

結論に誤 りをきたしたこものが多い。後に述べるように,

充実空洞は病巣内の結核菌の有無に関して も重大な関係

があり,病 型や予後とも重要なつなが りを持つている。

充実空洞の認識は,結 核病巣に関しての混乱したこ問題を

解 く1つ の鍵 とな り得るものである。

V結 論

結核病巣の石灰沈着に関する病理組織学的な検索の結

果,次 の結論を得ることがで きたこ。

1.二 次結核病巣の石灰化は,充 実空洞の空洞充実部

に起 るものである。

2.乾 酪巣の空洞化 と共に,そ の被膜より空洞に向 う

滲出に伴つて,石 灰と石灰沈着の基質が共に病巣に齎 ら

される。

3.石 灰沈着の基質は,少 なくとも好中球の壊死と関

係した ものであり,恐 らくはその崩壊したこ核片が石灰化
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の核 をなすであろう。

4.類 上皮細胞結節の壊死 してできたこ乾酪巣は,そ の

ままでは石灰沈着をきたこすことはない。

(附記)本 研究に当つては,和 風会加茂川病院,新 三

菱重工桂病院 より切除材料の恵与を うけた。関係の各位

に深い感謝を捧げます。またこ文部省科学研究費による研

究費の援助を頂 き,研 究指導 と原稿校閲は安平公夫助教

授の労をわず らわせたところである。附記して感謝の意

を表します。
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写 真 説 明

写真1.完 全充実空洞の石灰沈着。写真は第2編"充

実空洞の成立機序"に 示 したものと同一病巣で,右 方の

灌注気管支は瘢痕性閉塞をきたこしている(Kossa)。

写真2.完 全充実空洞の石灰沈着(Kossa)。 肉眼的

には白亜化巣であつた。

写真3.充 実空洞の石灰沈着。右方の大 きな病巣は未

だ被包化のみられない乾酪巣で,石 灰沈着 もみられない

(Kossa)。

写真4,5.充 実空洞の一部にのみ石灰沈着。すなわ

ち,被 膜 との直接のつなが りその他によつて石灰化の強

弱がみられる(HE染 色)。

写真6,7.部 分充実空洞の石灰沈着。写真6(Ela-

stica van Gieson)で 線維構造のみられない右方の充実

部位に,写 真7(Kossa)で 石灰沈着が明らかである。

写真8.左 下辺矢印の乾酪巣(滲 出路)に も石灰沈着

がある(Kossa)。

写真9.線 維性空洞の石灰沈着。中央の石灰沈着部は

充実部位に相当する(HE染 色)。

写真10,11,12.充 実空洞における初期の石灰沈着。

核片を中心として石灰沈着が始つていることが窺える。

なお写真11の 病巣周辺部 には著明な 炭末の沈 着があ る

(写真10,11はHE染 色,12はKossa)。

写真13.家 兎肺の実験的空洞作成後,化 学療法施行例

にみられたこ石灰沈着(HE染 色)。

写真14.充 実空洞の被膜の一部か ら強い滲出がみられ

る(HE染 色)。

写真15,16,空 洞への滲出が旺盛であつたこ部分にみら

れる強い石灰沈着(写 真15はHE染 色,16はKossa)。
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